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発表演題名 市販鶏肉から分離されたフルオロキノロン耐性大腸菌の薬剤感受性および

特徴 

発表学会名 平成２１年度日本獣医公衆衛生学会（中部） 
発表者名 永田 暁洋（保健衛生部） 

発表日時 平成２１年９月６日（日） 

発表内容  市販鶏肉の 86.2%からフルオロキノロン耐性大腸菌が分離され、うち
90.9%が 4 剤以上に耐性を示すなど、高率に多剤耐性を示した。シプロフ
ロキサシン耐性の 55株はナリジクス酸にも耐性で、MICは 32μg/mL以
上がシプロフロキサシンは 12株、ノルフロキサシンは 48株およびオフロ
キサシンは 17株であった。シプロフロキサシンに対するMICが 32μg/mL
以上の 12株のキノロン耐性決定領域における変異は、GyrAの 83位の Ser
から Leuへの変異(S83L、以下同様に略)および D87Nが必ずあり、ParC
の S80I+E84Gが 3株、S80Iのみが 6株および S80Rのみが 3株であった。 
複数検体から分離された血清型はO78:H9(3検体)およびO159:H28(2検

体)で、O78:H9はいずれも耐性パターンが同じで、8剤に耐性を示した。
系統発生群分類は、A 群が 15 株、B1 群が 21 株、B2 群が 1 株および D
群が 18 株で、鶏大腸菌症由来シプロフロキサシン耐性株を調査した既報
告とほぼ同様の結果であった。 
鶏肉が高度フルオロキノロン耐性かつ多剤耐性の大腸菌に高率に汚染さ

れていることが明らかとなり、ヒトへの伝播が懸念された。 
 

 
 
 


